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巻頭言  

若者の理工系離れについて  
企画理事 田崎 公邸  

我が国の研究技術者は年々減少する一方で，2005中二鱒％万Å  

の粛軍に対し鳴石人が不足する．科学技術庁と未来工学研究所は，  

9月たこんな確都をまとめて発表しました，また，本学会でも会員  

数が4万人弱で伸び悩んでおり，特に若手会貞我が少なく平均年令  

が急速に高くなる状況にあります．最近の若者の理工系離れは，将  

来の白木の科学授補の発扉を左右するぐらい深刻な親庖でありま  

す，母のため技術開発に鱒わる着め一人として，21せ鱒に向けて  

若者の理工系への関心を取り戻すための陶腐点について若干音を上  

てみます．   

研究技術者は，本丸観雄怪葡な人敵兵い社会活動より，自鱒や  

物を対象にした独想的な研究活動や技術的創造性を生かした物準り  

の面白さに無上の尊びを感じる人種であると思います．理工系の着  

い学生軋これまでそめ魅力にひよやて大学専こ，そして企業に戦を  

車じてきました．それが結果脚こ今日見るような我が国の力強い技  

術開発力つまり企真の商品競争力の向上につながってきでいると考  

えております．   

しかしながら，鱒済大国といわれ金持ち日本といあれそめ気  

になって攻砂て閏簡を眺めてぁますと，世額の先進国の中で日本の  

大学ほど劣蕃な翠磯の中で研究を卸、られている固iま酎、というこ  

とに気廓つきます．一方．企稟も地道な技術開発や物件－りを大助こ  

するマインドが希薄になり，金融ビジネスや安易なマネーダームに  

シフトしていくケースが少な鱒ゝらず見受直られます．処遇面でも法  

曹ビジネスや金融ビジネスに比べ，地道な研究掬発や物粁如電社会  

如こ正しく評価きれでいるかについては同感なしとはしないところ  

であゅます．   

昨今のバブル崩壊暇動でもおわかりのように，渦は所詮準であり  

中身嘩ないものであります．このあたりで，囲も企柴も跡bに将机  

今一度樹舞岡発と生産的な余業縛動の重要性を再建讃し．研究棟筒  

音にとって魅力のある環鱒作り，処遇め改挙にカ客入れることが必  

要なのではないでしょうか．そうした婆物思著名に頚すことで研究  

関準分野への魅力鱒増大し，再甲種耳鼻仝JO悶ノらを取り戻すことが  

できると確億しております．   
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